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１
．事
業
承
継
税
制
の
抜
本
拡
充
が
実
現

Ｑ
１　
事
業
承
継
時
の
納
税
負
担
が
ゼ
ロ
に
な

　
　
　
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

　
　
　
内
容
で
す
か
。

Ａ　
中
小
企
業
が
後
継
者
へ
事
業
承
継
を
す
る

と
き
に
問
題
と
な
る
の
は
、
自
社
株
の
引
き
継

ぎ
に
よ
る
贈
与
税
・
相
続
税
の
負
担
で
す
。
贈

与
・
相
続
時
に
大
き
な
税
負
担
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
、
後
継
者
へ
の
事
業
承
継
が
進
ま
な

い
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度

で
は
、
納
税
猶
予
の
対
象
株
式
数
の
上
限
は
株

式
総
数
の
３
分
の
２
、
納
税
猶
予
割
合
は
80
％

で
、
実
際
に
猶
予
さ
れ
る
税
額
は
全
体
の
約

53
％
に
と
ど
ま
り
、
残
り
の
47
％
は
納
税
が
必

要
で
す
。

　
改
正
で
は
、
納
税
猶
予
の
対
象
株
式
数
の
上

限
を
撤
廃
し
て
全
株
式
に
適
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
納
税
猶
予
割
合
も
80
％
か
ら
１
０
０
％
へ

拡
大
し
て
、
自
社
株
を
引
き
継
い
だ
時
の
納
税

負
担
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２　
納
税
猶
予
が
打
ち
切
り
と
な
る
場
合
の

　
　
　
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

Ａ　
現
行
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
納
税
猶
予
を

受
け
て
か
ら
５
年
間
で
平
均
８
割
以
上
の
雇
用

を
維
持
し
な
け
れ
ば
納
税
猶
予
は
打
ち
切
り
と

な
り
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
税
額
を
全
額
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
は
経
営
環

境
の
変
化
に
よ
り
や
む
を
得
ず
雇
用
を
維
持
で

き
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
、
制
度
利
用
を
た
め

ら
う
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
で
は
、
５
年
間
で
平
均
８
割
以
上
の
雇

用
を
維
持
で
き
な
い
場
合
で
も
全
額
納
付
は
不

要
で
、
納
税
猶
予
を
継
続
で
き
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
都
道
府
県
へ
、
雇

用
が
８
割
を
下
回
っ
た
理
由
を
報
告
す
る
必
要

が
あ
り
、
経
営
悪
化
が
原
因
で
あ
る
場
合
等
に

は
、
認
定
支
援
機
関
に
よ
る
指
導
や
助
言
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３　
将
来
、
株
式
を
売
却
す
る
な
ど
の
経
営

　
　
　
環
境
が
変
化
し
た
場
合
に
減
免
制
度
が

　
　
　
設
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど

　
　
　
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

Ａ　
現
行
で
は
後
継
者
が
納
税
猶
予
中
に
、
廃

業
や
自
社
株
を
売
却
す
る
際
は
、
経
営
環
境
の

変
化
に
よ
り
株
価
が
下
落
し
た
場
合
で
も
、
株

式
承
継
時
の
株
価
を
基
に
猶
予
さ
れ
て
い
た
贈

与
税
・
相
続
税
を
全
額
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
過
大
な
税
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
し
た
。
猶
予
税
額
が
免
除
と
な
る
の
は
後
継

者
の
死
亡
や
破
産
の
場
合
等
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
改
正
で
は
、
後
継
者
が
廃
業
や
自
社
株
を
売

却
し
た
時
点
で
の
株
価
に
基
づ
い
て
再
計
算
し

た
税
額
を
納
付
し
、
承
継
時
よ
り
も
廃
業
・
売

却
時
の
税
額
が
下
回
っ
た
場
合
の
そ
の
差
額
の

税
額
は
免
除
さ
れ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
差
額
免
除
の
適
用
対
象
と
な
る
の
は
、
売

上
減
少
や
赤
字
が
連
続
し
た
場
合
な
ど
、
一
定

の
経
営
指
標
に
よ
り
経
営
環
境
の
変
化
の
影
響

を
受
け
た
と
判
定
さ
れ
た
等
の
場
合
で
す
。

Ｑ
４　
事
業
承
継
の
対
象
者
が
複
数
で
も
適
用

　
　
　
と
な
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
な

　
　
　
り
ま
す
か
。

Ａ　
現
行
で
は
、
１
人
の
先
代
経
営
者
か
ら
１

人
の
後
継
者
へ
贈
与
・
相
続
さ
れ
る
場
合
に
納

税
猶
予
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
で
は
先
代
経
営
者
の
配
偶
者
や
親
族
外

と
い
っ
た
複
数
の
株
主
か
ら
の
承
継
も
対
象
と

な
り
、
後
継
者
も
最
大
３
人
ま
で
複
数
で
承
継

す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
後
継

者
は
代
表
権
を
有
し
、
株
式
を
10
％
以
上
保
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
改
正
で
事
業
承
継
税
制
の
適

用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
60
歳
以
上
の
贈
与
者

か
ら
20
歳
以
上
の
親
族
以
外
の
後
継
者
へ
の
贈

与
も
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
多
様
な
事
業
承
継
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
今
回
改
正
さ
れ
る
事
業
承
継
税
制
は
、
今
後

10
年
間
限
定
の
も
の
で
、
こ
の
税
制
の
適
用
を

受
け
る
に
は
今
後
５
年
以
内
に
承
継
計
画
を
都

道
府
県
に
提
出
し
、
10
年
以
内
に
自
社
株
を
後

継
者
へ
承
継
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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性向上のための設備投資を後押しする税
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Point

 

先代１人から後継者１人への株式承継に限定  

株式売却、廃業時点の株価で
税額を再計算し、承継時との
差額を免除 

 

Point
3700

実際の猶予割合は53%（対象株式数上限2/3×
猶予割合80%）。残りの47%は納税が必要 

対象株式数2/3上限の撤廃、相続時の猶予割合80% →
100%引き上げにより、自社株承継時の納税負担がゼロに 

納税免除は後継者死亡、破産の場合等限定的

５年平均で80%維持（雇用維持できない場合
は、利子税付きで全額納付） 

雇用維持要件は実質撤廃（雇用５年平均80%を下回る 
場合でも猶予税額は納付不要） 

配偶者や従業員からの贈与・相続や、後継者が複数（３人
まで）での承継も対象化 
※後継者要件：代表者、株式10%以上保有等 
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配偶者や従業員からの贈与・相続や、後継者が複数（３人
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※後継者要件：代表者、株式10%以上保有等 

事業承継税制改正のポイント

☜誌上相談室は次ページに続きます。
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２
．中
小
企
業
の
賃
上
げ
・
生
産
性
向
上
の
た

　

  
め
の
税
制
措
置

Ｑ
５　
中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
税
制
が
使
い

　
　
　
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う

　
　
　
な
内
容
で
す
か
。

Ａ　
中
小
企
業
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
賃
上

げ
を
し
た
場
合
、税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

改
正
で
は
現
行
よ
り
も
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
給

与
総
額
が
前
年
度
以
上
で
、
平
均
給
与
が
前
年

度
よ
り
も
１・５
％
以
上
増
加
し
た
場
合
に
は
、

給
与
総
額
増
加
分
の
15
％
の
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
均
給
与
が
前
年
度
よ
り
も
２
・

５
％
以
上
増
加
し
、
職
業
訓
練
費
が
前
年
度
よ

り
も
10
％
以
上
増
加
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
給
与
総
額
増
加
分
の
25
％
の
税
額
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
６　
中
小
企
業
の
新
規
設
備
投
資
に
つ
い
て

　
　
　
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
が
創
設
さ
れ

　
　
　
る
そ
う
で
す
が
、
内
容
を
教
え
て
く
だ

　
　
　
さ
い
。

Ａ　
中
小
企
業
が
市
町
村
の
計
画
に
基
づ
き
一

定
の
機
械
装
置
等
の
対
象
設
備
を
新
規
に
取
得

し
て
市
町
村
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
３

年
間
の
固
定
資
産
税
が
ゼ
ロ
か
ら
２
分
の
１
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
７　
中
小
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
を
促
進
す
る
制
度

　
　
　
が
創
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ

　
　
　
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ　
近
年
、
中
小
企
業
に
後
継
者
が
い
な
い
等

の
理
由
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
第
三

者
が
事
業
承
継
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
に
事
業
譲
渡
等
に
際
し
発
生
す

る
不
動
産
取
得
税
や
登
録
免
許
税
を
２
年
間
軽

減
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
８　
少
額
減
価
償
却
資
産
の
全
額
損
金
算
入

　
　
　
特
例
は
平
成
30
年
3
月
ま
で
と
な
っ
て

　
　
　
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　
中
小
企
業
が
30
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資

産
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
資
産
の
取
得
価
額

の
合
計
額
３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、
全
額

損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
に
よ

り
、
こ
の
制
度
は
平
成
32
年
３
月
ま
で
延
長
さ

れ
ま
す
。

Ｑ
９　
交
際
費
の
特
例
制
度
は
平
成
30
年
３
月

　
　
　
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
で
は

　
　
　
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　
法
人
が
支
出
し
た
交
際
費
は
原
則
と
し
て

損
金
と
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
①
交
際
費
の
う
ち
接

待
飲
食
費
の
50
％
ま
で
損
金
と
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
②
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
特
例
と
し

て
①
と
の
選
択
適
用
で
、
年
８
０
０
万
円
ま
で

の
交
際
費
を
損
金
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
改
正
に
よ
り
こ
の
制
度
は
、
平
成
32

年
３
月
ま
で
適
用
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

先端設備等導入計画 
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